
は
じ
め
に
、
山
口
同

宗
連
の
吉
川
俊
雄
議
長

よ
り
開
会
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
貧
困
固
定
化
や

格
差
拡
大
社
会
だ
か
ら

こ
そ
「
人
権
、
部
落
問

題
の
取
り
組
み
な
く
し

て
宗
教
者
た
り
得
な
い
」

と
い
う
同
宗
連
の
原
点

に
返
り
活
動
す
る
こ
と

を
訴
え
た
。

開
会
行
事
の
後
、
各

教
団
の
実
践
報
告
が
行

わ
れ
た
。
山
口
県
神
社

庁
の
友
田
光
さ
ん
か
ら

は
「
『
触
穢
廃
止
令
』

と
『
穢
れ
の
伝
染
性
』
」

と
題
し
た
報
告
が
さ
れ

た
。平

安
時
代
に
制
定
さ

れ
た
『
弘
仁
式
』
以
来

の
千
年
以
上
続
い
た
法

制
度
と
し
て
の
穢
れ
は
、

１
８
７
３
年
（
Ｍ
６
）

に
出
さ
れ
た
「
触
穢
廃

止
令
」
（
太
政
官
布
告

第
61
号
）
に
よ
っ
て
、

は
っ
き
り
と
否
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

神
社
神
道
人
と
し
て

「
穢
れ
意
識
」
（
穢
れ

を
忌
む
考
え
方
・
触
穢

思
想
）
に
よ
り
差
別
を

正
当
化
さ
せ
る
論
理
を

助
長
さ
せ
な
い
姿
勢
と

論
理
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
、
立
正
佼
成

会
の
山
越
教
雄
さ
ん
よ

り
「
立
正
佼
成
会
の
取

り
組
み
」
が
報
告
さ
れ

た
。
１
９
８
０
年
に
同

和
推
進
本
部
が
発
足
し
、

１
９
８
１
年
に
同
宗
連

結
成
に
加
盟
。
教
団
役

職
者
／
教
会
長
研
修
会
、

教
団
職
員
、
教
会
役
員

（
在
家
信
者
で
あ
る
幹

部
）
を
対
象
に
し
た
人

権
学
習
会
を
毎
年
実
施

し
、
自
主
教
材
「
私
た

ち
の
人
権
問
題
」
を
作

成
し
て
、
研
修
に
活
用

し
て
き
た
。

研
修
を
進
め
る
な
か

で
、
テ
キ
ス
ト
中
心
に

確
認
す
る
「
知
識
重
視

型
」
の
限
界
な
ど
の
課

題
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。そ

れ
ら
の
課
題
に
対

し
て
、
視
聴
覚
教
材
を

自
主
作
成
し
、
そ
れ
を

活
用
し
な
が
ら
、
受
講

者
の
内
的
、
自
発
を
促

す
学
習
を
進
め
て
き
た
。

２
本
の
実
践
報
告
の

後
は
、
「
人
権
意
識
の

高
揚
を
め
ざ
し
て
～
人

間
関
係
づ
く
り
を
通
し

て
～
」
と
題
し
て
、
山

口
県
教
育
委
員
会
の
藤

中
俊
臣
さ
ん
よ
り
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。

部
落
解
放
中
央
共
闘

会
議
の
総
会
が
、
２
月

27
日
東
京
の
全
水
道
会

館
で
行
わ
れ
れ
た
。

総
会
で
の
記
念
報
告

で
は
、
磯
部
行
雄
・
連

合
連
帯
活
動
局
長
よ
り
、

連
合
が
就
職
差
別
撤
廃

の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
実
施
し
た

「
採
用
選
考
に
関
す
る

実
態
把
握
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
報
告
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

民
間
企
業
は
、
新
規

高
卒
者
で
14
％
、
新
規

大
卒
者
22
％
が
統
一
応

募
用
紙
を
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
採
用
時
に

戸
籍
謄
本
な
ど
を
提
出

さ
せ
、
身
元
調
査
に
利

用
さ
れ
て
き
た
実
態
が

あ
り
、
現
在
で
は
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
民
間
企
業
で
は

18
％
、
自
治
体
・
公
営

企
業
で
は
26
％
が
戸
籍

謄
本
を
提
出
さ
せ
て
い

た
。こ

の
よ
う
に
、
就
職

差
別
に
つ
な
が
る
恐
れ

の
あ
る
情
報
収
集
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
現
実

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

続
け
て
、
解
放
同
盟

中
央
本
部
の
西
島
藤
彦

さ
ん
よ
り
「
統
一
応
募

用
紙
違
反
の
現
状
と
課

題
」
と
し
た
報
告
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

西
島
さ
ん
か
ら
は
、

近
年
各
地
で
続
発
す
る

就
職
差
別
、
統
一
応
募

用
紙
違
反
な
ど
の
具
体

的
な
事
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
違
反

事
例
を
な
く
す
た
め
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
が
受
験
生
か
ら
の

「
受
験
結
果
報
告
書
」

の
取
り
組
み
で
あ
る
。

東
京
都
や
大
阪
府
、

福
岡
県
、
愛
知
県
な
ど

は
教
育
委
員
会
が
受
験

後
、
面
接
な
ど
に
お
い

て
差
別
的
な
質
問
な
ど

な
か
っ
た
か
な
ど
、
細

か
く
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を

つ
く
り
集
約
し
て
い
る
。

受
験
生
か
ら
は
違
反
事

例
の
数
も
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
調
査

で
は
、
愛
知
県
は
06
年

度
は
24
件
だ
っ
た
が
、

県
教
委
が
受
験
報
告
書

を
作
成
し
集
約
し
始
め

る
と
、
07
年
度
は
１
０

１
件
に
も
な
っ
た
。

同
様
に
福
井
県
も
、

06
年
度
は
16
件
だ
っ
た

の
が
、
県
教
委
が
把
握

す
る
と
07
年
度
に
は
84

件
に
も
な
っ
た
。

ち
な
み
に
山
口
県
の

場
合
は
、
06
年
度
９
件
、

07
年
度
１
件
と
い
う
結

果
。
こ
れ
は
以
前
の
福

井
県
や
愛
知
県
と
同
様

に
、
そ
れ
だ
け
実
態
を

把
握
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。

今
後
も
、
山
口
労
働

局
や
県
教
委
に
対
し
て
、

公
正
採
用
選
考
の
た
め

の
「
受
験
報
告
書
」
の

取
り
組
み
を
実
施
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
く
。

（１） 第３５号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００９年３月３０日

山
口
県
人
権
・
同
和
問
題
に
取
り
組
む
宗
教
者

連
帯
会
議
第
22
回
研
修
会
が
、
２
月
20
日
山
口

県
神
社
庁
で
開
催
さ
れ
、
山
口
同
宗
連
の
会
員

70
名
が
参
加
し
、
各
教
団
の
実
践
報
告
と
記
念

講
演
が
行
わ
れ
部
落
解
放
・
人
権
確
立
に
向
け

た
学
習
を
深
め
た
。
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○あいつぐ差別糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○西日本夏期講座の成功を！

藤中さんの記念講演ではワークショップを入れた研修が行われた


